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わが
を
語
る

市
自
然
の
恵
み
と
歴
史
文
化
、
活

力
あ
る
産
業
に
は
ぐ
く
ま
れ
て

　

諏
訪
市
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
諏
訪
湖
、
霧
ヶ
峰
高
原
、
豊

富
に
湧
き
出
る
上
諏
訪
温
泉
な
ど
自
然

資
源
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

市
内
に
は
、
日
本
最
古
の
神
社
の
一

つ
と
さ
れ
る
諏
訪
大
社
上
社
が
あ
り
、

古
来
よ
り
崇
敬
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
高
島
藩
三
万
石
の
城
下

町
と
し
て
、
ま
た
、
明
治
時
代
に
は
世

界
的
な
製
糸
業
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
戦
後
は
、
時
計
に
代
表
さ
れ

る
精
密
機
械
工
業
が
発
達
し「
東
洋
の
ス

イ
ス
」と
も
呼
ば
れ
、
現
在
も
高
度
な
精

密
加
工
技
術
を
有
す
る
企
業
の
集
積
地

と
し
て
優
れ
た
も
の
づ
く
り
技
術
を
世

界
に
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
諏
訪
の
風
土
を
背
景
に
古

く
か
ら
豊
か
な
文
化
が
花
開
き
、
世
界

的
な
舞
踊
家
の
ニ
ム
ラ
・
エ
イ
イ
チ
氏
、

歌
人
の
島
木
赤
彦
氏
、
岩
波
書
店
創
始

者
の
岩
波
茂
雄
氏
、
元
中
央
気
象
台
長

で
お
天
気
博
士
と
し
て
名
高
い
藤
原
咲

平
氏
、
小
説
家
の
平
林
た
い
子
氏
、
新

田
次
郎
氏
、
考
古
学
者
の
藤
森
栄
一
氏

な
ど
、
多
く
の
文
化
人
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。
日
本
に
お
け
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
や

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
発
祥
の
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
諏
訪
湖
は
毎
日
花
火

　

毎
年
８
月
15
日
に
開
催
す
る
諏
訪
湖

祭
湖
上
花
火
大
会
は
、
64
回
を
数
え
、

諏
訪
湖
畔
を
埋
め
尽
く
す
多
く
の
お
客

さ
ま
に
来
場
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、

数
あ
る
全
国
の
花
火
大
会
の
中
で
も

上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
花
火
大
会

は
、
昭
和
24
年
、
戦
後
の
混
乱
の
中

で
、
市
民
が
希
望
を
持
ち
１
日
も
早

く
立
ち
直
る
こ
と
を
願
っ
て
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

観
覧
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
希
望
と
元

気
の
源
と
な
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
第
一
土
曜
日
に
開

催
す
る
全
国
新
作
花
火
競
技
大
会

は
、
30
回
を
数
え
、
全
国
よ
り
選
び

抜
か
れ
た
煙
火
師
に
よ
り
、
自
由
な

発
想
と
独
自
の
技
術
を
生
か
し
た
芸
術

性
の
高
い
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
大

会
と
し
て
人
気
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
８
月
中
は
毎
晩
15
分
間
、

花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
夏
の
諏
訪
湖
は
毎
日
花
火
」
を
合
言
葉

に
、
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
称
し
て
、
色
鮮
や
か
な

大
輪
の
華
が
夏
の
夜
の
諏
訪
湖
を
彩
り
、

観
覧
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る 

諏
訪
人
の
も
の
づ
く
り
気
質

　

製
糸
業
か
ら
精
密
機
械
工
業
、
精
密

加
工
技
術
と
そ
の
姿
を
変
え
な
が
ら
も
、

諏
訪
人
の
も
の
づ
く
り
気
質
は
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

文
部
科
学
省
の
教
育
課
程
特
例
指
定
を

受
け
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
全
学
年

で
「
相
手
意
識
に
立
つ
も
の
づ
く
り
科
」

を
正
規
の
教
科
と
し
て
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
科
は
、
常
に
使
い
手
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
、
要
望
に
応
え
る

も
の
づ
く
り
の
学
習
を
通
し
て
、
技
術

の
習
得
ば
か
り
で
な
く
思
い
や
り
の
心

を
育
て
、
諏
訪
の
も
の
づ
く
り
精
神
を

理
解
し
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を
は

ぐ
く
む
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
児
童
・
生
徒
が
授
業
で
製
作
し

た
作
品（
商
品
）を
販
売
す
る
機
会「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
、
販
売
体

験
を
通
し
て
、
感
動
や
感
謝
、
相
手
の

立
場
に
立
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、

も
の
づ
く
り
学
習
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
、
本
市
で
技
能
五
輪

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
も
の

づ
く
り
の
次
世
代
を
担
う
若
者
が
、
県

代
表
の
プ
ラ
イ
ド
を
掛
け
技
術
を
競
う

姿
は
、
数
々
の
感
動
の
ド
ラ
マ
を
生
み

ま
し
た
。
会
場
へ
見
学
に
訪
れ
た
市
内

の
小
学
生
が
競
技
を
真
剣
に
見
入
る
姿

に
、
諏
訪
の
も
の
づ
く
り
の
未
来
を
見

た
気
が
し
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
涯
、

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
涯
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
市
民
の
健
康
増
進
が
第
一
で

す
。
そ
の
拠
点
と
し
て
、
平
成
17
年
か

ら
「
す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
25
ｍ
の
室
内
プ
ー
ル
、
50
ｍ
の

屋
外
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、

上
諏
訪
温
泉
を
引
湯
し
た
浴
室
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
併

設
し
、
個
人
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
ッ
ス
ン
を

提
供
し
て
し
ま
す
。
ま
た
、
諏
訪
市
健

康
づ
く
り
計
画
「
健
康
す
わ
プ
ラ
ン
21
」

に
沿
っ
た
各
種
講
座
や
教
室
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
が
病
気
に
な
っ
た
と

き
、
頼
り
に
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

整
備
も
重
要
で
す
。
本
市
で
は
、
諏
訪

市
医
師
会
と
諏
訪
赤
十
字
病
院
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
病
診
連
携
」
が

推
進
さ
れ
、
初
期
の
診
療
は
地
域
の
医

院
や
診
療
所
で
行
い
、
高
度
で
専
門
域

の
医
療
は
病
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
地
域
に
お
け
る
医
療
の
役
割

に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
信
頼
で
き
る
地
域
医
療

の
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
健
全
に
維
持

し
て
い
く
方
策
を
、
市
民
と
と
も
に
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

結
び
に

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

信
じ
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み

や
価
値
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
、
わ
が
国

は
多
く
の
難
題
を
抱
え
る
大
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
改
め
て
歴
史
に

学
び
、
今
を
見
つ
め
、
未
来
に
希
望
を

掲
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、

「
第
五
次
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
将
来
像

「
自
然
の
恵
み
と
地
域
の
活
力
が
調
和
す

る　

や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
諏

訪
」を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、
計
画
に

沿
っ
た
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

自
然
の
恵
み
と
地
域
の
活
力
が
調
和
す
る

や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

諏す

わ訪
市（
長
野
県
）

諏
訪
市
長
　
山や

ま

だ田
勝か

つ
ふ
み文毎年８月15日に開催される「諏訪湖祭湖上花火大会」

全国に約2万5000社ある諏訪神社の総本社
「諏訪大社上社」

◆ 

面
積　
　

１
０
９
・
91
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
１
６
７
５
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
１
３
０
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
自
然
の
恵
み
と
地
域
の
活

力
が
調
和
す
る　

や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
諏
訪

〔
ま
ち
の
特
徴
〕豊
か
な
自
然
資
源
と
歴
史
、

文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、
優
れ

た
も
の
づ
く
り
技
術
を
誇
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
清
酒
、
味
噌
、
わ
か
さ
ぎ
、
か

り
ん
、
り
ん
ご

〔
観
光
〕
諏
訪
湖
、
霧
ヶ
峰
高
原
、
上
諏
訪

温
泉
、
諏
訪
大
社
上
社
、
高
島
城
、
諏
訪

市
博
物
館
、
諏
訪
市
美
術
館
、
諏
訪
市
原

田
泰
治
美
術
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
諏
訪
湖
祭
湖
上
花
火
大
会
、

全
国
新
作
花
火
競
技
大
会
、
諏
訪
圏
工
業

メ
ッ
セ
、
諏
訪
湖
マ
ラ
ソ
ン
、
諏
訪
湖
一

周
ウ
ォ
ー
ク

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

諏訪市長

山田勝文

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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わが
を
語
る

市
「
映
画
の
ま
ち
」調
布

　

調
布
市
は
、
東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
新
宿
駅
か
ら
特
急
で
15
分
と
、

都
心
に
近
接
し
利
便
性
が
高
い
と
い
う

立
地
条
件
を
有
し
、
武
蔵
野
の
面
影
を

残
す
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
の
南
部
を
流
れ
る
多
摩
川
は
、
市

民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
内

外
か
ら
毎
回
約
30
万
人
が
来
場
す
る
「
調

布
市
花
火
大
会
」の
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
映
画
産
業
と
か
か
わ
り
が

深
い
調
布
市
は
、
昭
和
30
年
代
に
は「
東

洋
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」と
称
さ
れ
、
現
在
で

も
市
内
に
多
く
の
映
画
関
連
企
業
が
集

積
し
て
い
ま
す
。
多
摩
川
付
近
に
は
、

「
映
画
の
ま
ち
調
布
」
を
象
徴
す
る
２
つ

の
撮
影
所（
角
川
大
映
撮
影
所
、
日
活
調

布
撮
影
所
）が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
世
代
に
合
わ
せ
た
映
画
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
、

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
日
本
最
大
の
子
ど
も
映
画
祭

で
あ
る「
キ
ン
ダ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、
映
画
の
楽
し
さ
に
触

れ
、
将
来
の
人
材
育
成
も
兼
ね
た「
調
布

ジ
ュ
ニ
ア
映
画
塾
（
中
学
生
対
象
）」
と

「
高
校
生
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
」、
市

民
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営
さ
れ
る「
調
布

映
画
祭
」な
ど
が
好
評
で
す
。

　

北
部
に
は
、
市
内
有
数
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
古こ

さ
つ刹
・
深
大
寺（
東
京
で

は
浅
草
寺
に
次
ぎ
２
番
目
に
古
い
）に
加

え
、
バ
ラ
園
が
見
事
な
都
立
神
代
植
物

公
園
が
あ
り
ま
す
。

　

東
部
に
は
、
武
者
小
路
実
篤
が
晩
年

を
過
ご
し
た
邸
宅
を
中
心
と
し
た
武
者

小
路
実
篤
記
念
館
、
建
築
家
・
安
藤
忠

雄
氏
設
計
の
「
調
布
市
せ
ん
が
わ
劇
場
」

を
は
じ
め
、
氏
の
手
に
よ
る
建
築
が
建

ち
並
ぶ
通
称
「
安
藤
ス
ト
リ
ー
ト
」
が
あ

り
、
桐
朋
学
園
や
白
百
合
女
子
大
学
と

と
も
に
、
ま
ち
に
芸
術
・
文
化
の
彩
り

を
添
え
て
い
ま
す
。

　

西
部
に
は
、
離
島
便
が
発
着
す
る
調

布
飛
行
場
が
あ
り
、
周
辺
に
は
Ｊ
リ
ー

グ
Ｆ
Ｃ
東
京
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
で

あ
る
「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
中
心
に

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

京
王
線
、
地
下
化
完
了

　

市
内
を
東
西
に
走
る
京
王
線
は
、
開

通
か
ら
百
年
に
わ
た
っ
て
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
、
ま
ち
の
発
展
の
原
動
力
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
京
王
線
の
地

下
化
切
り
替
え
工
事
が
、
平
成
24
年
８

月
19
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
「
京
王
線
調
布
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
」
は
、
市
の
中
心
部
約
３
・
７
㎞
の

区
間
を
地
下
化
し
、
18
カ
所
の
踏
切
道

を
解
消
、
８
カ
所
の
都
市
計
画
道
路
を

立
体
化
す
る
事
業
で
、
当
初
の
計
画
か

ら
43
年
、
工
事
着
手
か
ら
８
年
と
い
う

長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ま
ち
の
顔
と
な
る
調
布
・

布
田
・
国
領
各
駅
の
駅
前
広
場
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
敷
地
を

活
用
し
た
、
ゆ
と
り
あ
る
空
間
の
確
保

に
努
め
な
が
ら
、
求
心
力
を
有
す
る
快

適
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
を
形

成
し
、
ま
ち
全
体
の
活
力
と
市
民
生
活

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
調
布

　

調
布
市
は
、
こ
の
10
年
の
間
に
2
度

も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
（
大
河
ド
ラ
マ
『
新

選
組
！
』、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ゲ
ゲ
ゲ

の
女
房
』）
で
、
ゆ
か
り
の
人
物
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
３
月
末
か
ら
半
年
間
放
送

さ
れ
た
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
』
は
、
市
内
に

50
年
以
上
お
住
ま
い
で
、
名
誉
市
民
で

あ
る
漫
画
家
水
木
し
げ
る
先
生
の
奥
さ

ま･

武
良
布
枝
さ
ん
の
同
名
の
著
書
が
原

案
で
す
。
舞
台
の
一
つ
と
な
っ
た
深
大

寺
に
は
多
く
の
観
光
客
が
詰
め
掛
け
、

名
物
の
深
大
寺
そ
ば
各
店
に
連
日
長
蛇

の
列
が
で
き
る
な
ど
大
き
な
反
響
が
あ

り
、
現
在
で
も
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

原
案
者
の
武
良
さ
ん
は
、
調
布
を「
ぬ

く
も
り
の
あ
る
ま
ち
」と
評
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
、
と
も

す
る
と
希
薄
に
な
り
が
ち
な
現
代
の
人

間
関
係
を
基
礎
と
し
た
社
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
考
え
る
機
会
を
得
て
、
人

と
人
と
の
温
か
な
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

国
体
を
契
機
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

本
年
９
月
28
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
、

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
を
メ
イ
ン
会
場
に

「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
」（
第
68
回

国
民
体
育
大
会
、
第
13
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
本
番
に
向
け
た
準
備
に
市
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
24
年
末
に

は
気
運
醸
成
の
一
環
と
し
て
、
か
つ
て

日
活
で
活
躍
さ
れ
た
吉
永
小
百
合
さ
ん
、

石
原
裕
次
郎
さ
ん
ら
64
人
の
俳
優
、
監

督
の
手
形
を
ス
タ
ジ
ア
ム
最
寄
り
の
京

王
線
飛
田
給
駅
に
掲
出
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
調
布
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
で
、

国
体
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
で
は
、
東

京
都
の「
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
基
本
計
画
」に
基
づ
い
た
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
ス
タ
ジ
ア
ム
内

は
、
国
際
規
格
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
ク
ラ
ス
２
を

取
得
し
た
公
認
第
１
種
陸
上
競
技
場
と

し
て
、
全
国
規
模
か
つ
国
際
レ
ベ
ル
の

大
会
開
催
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
体
終
了
後
に
は
、
１
万
人
規
模
の

観
客
席
を
持
ち
、
国
際
的
な
大
規
模
ス

ポ
ー
ツ
大
会
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
興
行
の

利
用
が
可
能
な
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
柔

道
や
剣
道
な
ど
、
武
道
の
場
が
提
供
で

き
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
50
ｍ
・
８
コ
ー

ス
か
ら
な
る
国
内
公
認
屋
内
競
泳
プ
ー

ル
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
、
都
内
最
大

規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
が
生
ま
れ
る
予

定
で
す
。
関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
夢

の
あ
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

結
び
に

　

隣
接
す
る
三
鷹
市
と
共
同
で
建
設
を

進
め
た
ご
み
処
理
施
設
の
完
成
を
機
に
、

市
民
か
ら
募
集
し
た
愛
称
を「
三さ

ん
ち
ょ
う調め
の

エ
ン
ト
ツ
く
ん
」と
決
め
ま
し
た
。
厳
し

さ
を
増
す
ば
か
り
の
市
政
経
営
の
中
に

も
多
少
の
遊
び
心
を
持
ち
つ
つ
、
市
民
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
民
と
行
政

の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
参
加
と
協

働
を
一
層
深
め
な
が
ら
、
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ぬ
く
も
り
と
歓
び
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
て

調ち
ょ
う
ふ布
市（
東
京
都
）

調
布
市
長
　
長な

が
と
も友
貴よ

し

き樹

スポーツ祭東京2013のメイン会場となる「味の素スタジアム」

市内一番の観光名所、深大寺

◆ 

面
積　
　

21
・
53
㎢

◆ 

人
口　
　

22
万
３
２
３
５
人

◆ 

世
帯
数　

11
万
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
が
笑
顔
で
つ
な
が

る
・
ぬ
く
も
り
と
輝
き
の
ま
ち
調
布

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と
、
鉄
道

と
道
路
整
備
に
よ
り
充
実
し
た
都
市
の
利

便
性
が
調
和
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
深
大
寺
そ
ば
、
調
布
ビ
ー
ル
、

深
大
寺
ビ
ー
ル
、
小
松
菜
、
ト
マ
ト
、
枝
豆

〔
観
光
〕
深
大
寺
、布
多
天
神
社
、国
領
神
社
、

近
藤
勇
生
家
跡
、
映
画
俳
優
の
碑
、
都
立

神
代
植
物
公
園
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
、

調
布
飛
行
場
、
武
者
小
路
実
篤
記
念
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
調
布
市
花
火
大
会
、
調
布
よ

さ
こ
い
、
キ
ン
ダ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
調
布
映
画
祭
、
神
代
植
物

公
園
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ
（
春
秋
開
催
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

調布市長

長友貴樹

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新宿区

調布市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

北
名
古
屋
市
は
、
人
口
約
８
万 

２
０
０
０
人
、
愛
知
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
そ
の
名
が
表
す
通
り
、
名
古
屋
市
の

北
側
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
温
暖
な
気

候
と
濃
尾
平
野
の
肥ひ

よ
く沃
な
土
壌
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
あ
り
、
面
積
18
・
37
㎢
の

市
域
は
、
上
か
ら
見
る
と
ハ
ー
ト
の
形

を
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
の
市
町
村
合
併
の
流

れ
を
受
け
て
、
平
成
18
年
３
月
に
師
勝

町
、
西
春
町
の
２
町
に
よ
る
新
設
合
併

に
よ
っ
て
そ
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

市
内
に
は
合
瀬
川
、
五
条
川
な
ど
の
河

川
が
流
れ
、
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
な

田
園
風
景
が
広
が
る
と
と
も
に
、
名
古

屋
市
の
都
心
部
か
ら
10
㎞
圏
内
の
恵
ま

れ
た
立
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
交
通

の
利
便
性
の
高
い
住
宅
都
市
と
し
て
発

展
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
域
ケ
ア
に
全
国
で
初
め
て

「
回
想
法
」を
導
入

　

本
市
は
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
生

活
で
き
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、「
回
想
法
」
を
全
国
で
初
め
て
地
域

ケ
ア
の
中
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
回
想

法
と
は
、
昔
懐
か
し
い
生
活
用
具
な
ど

を
用
い
て
、
か
つ
て
自
分
が
体
験
し
た

こ
と
を
語
り
合
っ
た
り
、
過
去
の
こ
と

に
思
い
を
巡
ら
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
生
き
生

き
と
し
た
自
分
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る

心
理
療
法
で
す
。
北
名
古
屋
市
で
は
、

回
想
法
を
「
思
い
出
ふ
れ
あ
い
事
業
」
と

し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
践
と
し
て
、
北
名
古
屋
市
歴

史
民
俗
資
料
館
と
明
治
時
代
の
旧
家
で

あ
り
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
も
あ

る
旧
加
藤
家
住
宅
や
隣
接
す
る
回
想
法

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
歴
史

民
俗
資
料
館
は
平
成
９
年
に
「
日
常
が

博
物
館
入
り
す
る
時
」
と
題
し
た
特
別

展
を
開
催
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

フ
ロ
ア
全
体
に
昭
和
30
年
代
の
生
活
用

品
な
ど
を
展
示
し
た
こ
と
で
、「
昭
和

日
常
博
物
館
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
昭
和

を
象
徴
す
る
貴
重
な
展
示
品

が
多
数
展
示
さ
れ
て
お
り
、

「
思
い
出
の
我
が
家
」
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
昭
和
30
年
代
の
家

屋
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
白

黒
テ
レ
ビ
や
ち
ゃ
ぶ
台
な
ど
の

昭
和
レ
ト
ロ
に
囲
ま
れ
た
懐
か

し
い
空
間
は
、
世
代
を
問
わ
ず

大
変
好
評
で
、
市
内
外
よ
り
多

数
の
来
場
者
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
回
想
法
セ
ン
タ
ー

で
は
回
想
法
ス
ク
ー
ル
の
実
施

や
回
想
法
研
究
を
通
じ
て
、
そ

の
情
報
や
成
果
を
全
国
へ
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
社
会
は
、
時
の
流
れ
が
速
く
、

家
族
や
周
囲
の
人
も
忙
し
い
中
で
、
高

齢
者
の
昔
話
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
暇

も
な
く
、
そ
の
機
会
も
め
っ
た
に
な
い

の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
自
分
を
受
け

止
め
て
く
れ
る
良
き
聞
き
手
が
現
れ
、

楽
し
く
語
る
こ
と
が
で
き
る
「
機
会
」
と

「
場
」
が
あ
れ
ば
、
高
齢
者
に
と
っ
て
ど

ん
な
に
日
常
生
活
が
生
き
生
き
し
た
も

の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
回
想
法
を

実
施
す
る
意
義
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

回
想
法
は
、
個
人
内
面
へ
の
効
果（
自

我
の
形
成
、
自
尊
感
情
の
高
ま
り
な
ど
）

と
対
外
世
界
へ
の
効
果
（
対
人
関
係
の

進
展
、
生
活
の
活
性
化
な
ど
）
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
情
が

豊
か
に
な
る
な
ど
、
情
緒
の
安
定
に
も

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
高
齢
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
地
域
回
想

法
実
践
の
先
進
地
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ー
ト
を
活
か
し
た 

ま
ち
と
人
と
の
交
流

　

ま
ち
を
歩
く
と
、
ブ
ロ
ン
ズ
な
ど
で

つ
く
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
出
合
え

ま
す
。
北
名
古
屋
市
で
は
、
ア
ー
ト
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
、
個
性
豊
か
な
街
並
み
づ
く
り

を
進
め
、
街
路
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置
し
て
き
ま
し
た
。
本
市
に
東
西
2
つ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
名
古
屋
芸
術

大
学
の
西
キ
ャ
ン
パ
ス
北
側
道
路
の
一

部
、
約
１
・５
㎞
を「
ア
ー
ト
エ
リ
ア
ロ
ー

ド
」と
名
付
け
、
同
大
学
の
教
員
や
学
生

の
手
に
よ
る
作
品
16
点
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
、
県
道
名
古
屋
江
南
線

沿
い
の
歩
道
や
西
春
駅
前
な
ど
に
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
、
現
在
54
点
の

作
品
が
市
内
の
街
路
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学

と
の
間
で
連
携
協
定
を
結
び
、
公
開
講

座
や
演
奏
会
の
開
催
な
ど
で
協
力
し
、

学
生
の
持
つ
情
熱
や
芸
術
の
力
が
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
加
藤
家
住
宅
で
は
音
楽
療
法
の
実
践

と
し
て
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
そ
の

趣
を
活
か
し
た
現
代
ア
ー
ト
作
品
の
展

示
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
に
ア
ー

ト
が
溶
け
込
み
市
民
の
生
活
や
交
流
に

潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

「
健
康
快
適
都
市
」を
目
指
し
て

　

本
市
で
は
合
併
以
後
、
ま
ち
の
一
体

性
の
確
立
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
ま

ち
の
魅
力
を
よ
り
高
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
自
分
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
い
、
豊

か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
「
健
康
快

適
都
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
多
様
化
す
る
社
会
に
お
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
豊
か
さ
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が

満
足
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
お
互
い
の
信
頼
と
責
任

を
担
い
合
い
な
が
ら
共
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
快
適
な
生

活
環
境
の
中
で
健
康
に
過
ご
し
、
生
き

が
い
に
満
ち
た
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
　

回
想
法
の
ま
ち 

北
名
古
屋

北き

た

な

ご

や

名
古
屋
市（
愛
知
県
）

北
名
古
屋
市
長
　
長な

が

せ瀬
　
保た

も
つ

昭和30年代を再現した「思い出の我が家」コーナー

国の登録有形文化財である「旧加藤家住宅」

◆ 

面
積　
　

18
・
37
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
２
８
４
１
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
３
４
０
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕「
健
康
快
適
都
市
」
〜
誰

も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
濃
尾
平
野
の
肥
沃
な
土
地

に
恵
ま
れ
た
、
都
市
と
田
園
風
景
が
共
存

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
3
月
20
日
、
師

勝
町
、
西
春
町
に
よ
る
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
い
ち
じ
く
、
ね
ぎ

〔
観
光
〕
北
名
古
屋
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（
昭
和
日
常
博
物
館
）、
旧
加
藤
家
住
宅
、

高
田
寺

〔
イ
ベ
ン
ト
〕北
名
古
屋
市
平
和
夏
ま
つ
り
、

北
な
ご
や
パ
ペ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
、
北
な
ご

や
新
春
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

北名古屋市長

長瀬　保

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

名古屋市
北名古屋市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

国
東
市
は
、
大
分
県
の
東
北
部
に
位

置
し
、
国
東
半
島
の
ほ
ぼ
東
半
分
を
占

め
る
総
面
積
３
１
７
・
８
㎢
、
人
口
３
万 

１
０
０
０
人
余
の
市
で
す
。

　

平
成
18
年
３
月
31
日
に
、
旧
東
国
東

郡
内
の
国
見
町
・
国
東
町
・
武
蔵
町
・
安

岐
町
の
４
町
が
合
併
し
て
、
大
分
県
内
で

は
14
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

地
形
は
、
丸
い
国
東
半
島
の
中
央
に

あ
る
両
子
山
を
中
心
に
、
谷
が
扇
の
よ

う
に
放
射
線
状
に
広
が
っ
て
お
り
、
狭

く
て
流
れ
が
急
な
川
が
、
瀬
戸
内
海
に

注
い
で
い
ま
す
。
西
は
豊
後
高
田
市
、

南
は
杵
築
市
に
接
し
て
お
り
、
温
暖
な

気
候
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
光
明め

い
び媚
な

所
で
す
。

宇
佐
・
国
東
八
幡
文
化
遺
産
を 

世
界
遺
産
に

　

こ
の
地
は
、
か
つ
て「
六
郷
満
山
文
化
」

が
花
開
い
た
地
域
で
、
豊
か
な
山
々
に

神
社
や
寺
院
、
神
を
鬼
と
し
た
伝
統
芸

能
、
仁
王
像
や
石
仏
な
ど
、
心
安
ら
ぐ

懐
か
し
い
日
本
の
原
風
景
が
、
今
も
な

お
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

文
化
と
心
と
原
風
景
を
、
国
東
半
島
に

あ
る
各
自
治
体
や
関
係
団
体
が
協
力
し

「
宇
佐
・
国
東
八
幡
文
化
遺
産
」と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

六
郷
満
山
と
は
、「
六
郷
山
」
と

も
呼
ば
れ
、
来く

な
わ縄

、
田た

し
ぶ染

、
伊い

み美
、

国く
に
さ
き東
、
安あ

き岐
、
武む

さ
し蔵
の
六
郷
に
点

在
す
る
寺
院
の
総
称
で
す
。
六
郷

の
う
ち
４
つ
の
郷
が
、
現
在
の
国

東
市
に
あ
り
、
六
郷
の
中
核
を
成
し
て

い
ま
し
た
。

　

六
郷
満
山
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平

安
初
期
ご
ろ
、
宇
佐
八
幡
神
の
化
身
と

い
わ
れ
る
仁
聞
菩
薩
が
開
基
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
、
全
国

４
万
社
余
り
の
八
幡
様
の
総
本
宮
で
あ

る
宇
佐
八
幡
宮
（
宇
佐
市
）
は
神
仏
習
合

を
取
り
入
れ
、
当
時
、
宇
佐
八
幡
宮
の

神
領
域
で
あ
っ
た
国
東
半
島
の
山
岳
仏

教
に
強
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

神
を
仏
と
し
、
仏
を
神
と
す
る
神
と
仏

が
融
合
し
た「
六
郷
満
山
文
化
」。
信
仰
心

の
厚
い
国
東
人び

と

が
神
に
も
仏
に
も
祈
っ

た
、
２
つ
の
違
う
文
化
を
認
め
合
う
、
寛

容
で
穏
や
か
な
風
土（
心
）が
変
わ
る
こ
と

な
く
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

舞
い
、
祈
り
、
伝
え
る 

伝
統
芸
能

　

六
郷
満
山
文
化
の
発
展
の
中
で
、
国

東
独
特
の
伝
統
芸
能
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
祭
り
か
ら
、
六
郷
満
山
の
宗
教

色
を
色
濃
く
残
す
行
事
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
中
で
も
珍
し
い
の
は
、
火
を

操
り
、
鬼
が
舞
う
と
い
う
奇
祭
で
す
。

春
を
呼
び
、
福
を
招
き
、
鬼
が
舞
う

「
修し

ゅ
じ
ょ
う
お
に
え

正
鬼
会
」
と
「
ケ
ベ
ス
祭
り
」
は
、
国

東
二
大
火
祭
り
と
し
て
毎
年
大
勢
の
見

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
吉
弘
楽
、
諸
田
山
神
社

御
田
植
祭
な
ど
、
里
人
が
大
切
に
守
り

続
け
て
い
る
祭
り
が
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
文
化
の
息
吹 

芸
術
の
里
が
誕
生

　

こ
こ
数
年
、
こ
の
地
域
に
引
か
れ
て
、

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
芸
術
家
が
本
市

に
移
住
し
、
こ
こ
を
活
動
拠
点
と
し
始

め
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
私
た
ち
に
国
東

市
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
国
見
地
域
で
は
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
や
表
具
作
家
な
ど
全
国
各
地

か
ら
同
地
域
に
移
住
し
て
き
た
30
名
程

の
芸
術
家
に
よ
る
「
国
見
ア
ー
ト
の
会
」

が
平
成
21
年
に
発
足
し
、
訪
問
者
が
芸

術
家
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
め
る
工
房

ギ
ャ
ラ
リ
ー
巡
り
を
年
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
中
す

る
伊
美
商
店
街
周
辺
を
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
通

り
」
と
し
て
整
備
し
、
来
客
用
駐
車
場
や

案
内
板
を
設
置
し
た
り
、
空
き
家
を
改

修
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
整
備
な
ど
へ
の

助
成
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
芸
術
家
な
ど
の
誘
致
や
観
光
客
の
増

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

殺
伐
と
し
た
現
代
社
会
の
心
の
オ
ア

シ
ス
と
し
て
、
国
東
の
自
然
や
風
土
の

持
つ
、
人
を
受
け
入
れ
包
み
こ
む
力
は
、

ま
さ
に
新
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
た
る
ゆ
え

ん
で
す
。

「
福
祉
の
里
」「
観
光
の
里
」 

「
教
育
の
里
」づ
く
り
を 

目
指
し
て

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
こ
の
２
年

間
、
標
記
の
３
つ
の
里
づ
く
り
を
大
き

な
柱
と
し
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
に
は
、
人

と
物
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
海
の

幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
本
市
は
、
食

材
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
農
林
水
産
物
を
加
工
し
、

首
都
圏
や
関
西
、
福
岡
な
ど
へ
の
流
通

ル
ー
ト
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。
農
家
や
小
売
業
従
事
者
の
方
々
の

所
得
を
上
げ
る
。
そ
れ
が
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
、
国
東
市
の
セ
ー
ル
ス
マ

ン
だ
！
」と
私
は
常
々
職
員
に
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
国

東
市
を
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
、
ぜ
ひ
、

国
東
市
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
心

か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

新
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
！

世
界
に
誇
る
歴
史
遺
産
を
活
用
し
て

国く
に
さ
き東
市（
大
分
県
）

国
東
市
長
　
三み

か

わ河
明あ

き
ふ
み史

国東の奇祭、「ケベス祭り」

両子寺山門

大分の空の玄関、大分空港

◆ 

面
積　
　

３
１
７
・
84
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
１
５
９
０
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
３
４
２
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
い
に
し
え
の
宝
を
未
来
に

つ
な
ぐ　

仏
の
里
く
に
さ
き

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

神
と
仏
が
複
雑
に
絡
み
合
う
国
東
半
島
独

特
の
「
六
郷
満
山
文
化
」
を
今
に
伝
え
る

数
多
く
の
文
化
財
を
有
す
る
歴
史
と
伝
統

に
培
わ
れ
た
風
光
明
媚
な
ま
ち

〔
特
産
品
〕
海
の
ト
マ
ト
、
七
島
イ
、
乾
し

い
た
け
、く
に
さ
き
銀
た
ち
（
タ
チ
ウ
オ
）、

く
に
さ
き
姫
だ
こ
（
タ
コ
）

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
３
月
31
日
、
旧

東
国
東
郡
内
の
国
見
町
・
国
東
町
・
武
蔵
町
・

安
岐
町
の
４
町
が
合
併
し
て
、
大
分
県
内

で
は
14
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
。

〔
観
光
〕
両
子
寺
、
文
殊
仙
寺
、
小
城
観
音

展
望
公
園
、
国
見
ふ
る
さ
と
展
示
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
修
正
鬼
会
、
ケ
ベ
ス
祭
り
、

吉
弘
楽
、
諸
田
山
神
社
御
田
植
祭
、
仏
の

里
く
に
さ
き
・
と
み
く
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

国東市長

三河明史

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大分市

国東市


